SURGICAL REPORT
Patient's name: 





Diagnosis for surger : 両外反母趾

Surgical procedure:　左Mann変法+骨移植術

Date: 
Surgeon:


Supervisor:

Assistants: 

Anesthesiologist:



Method of anesthesist: 

Duration of surgery: 
Blood loss:



Blood transfusion: 
Fluid transfusion: ml


Amount of urination: ml


Surgical finding and process :

　全身麻酔下に患者を仰臥位とした。左下肢をブラッシング後、イソジンで消毒した。air tourniquetの圧を300mmHgに維持して手術を開始した。第１水掻き部の骨頭間の中央に2cmの縦切開を加えた。皮下を鈍的に剥離して筋膜を剖出した。背側骨間筋を第２趾側によけて種子骨および内転筋を剖出した。Elevatriumで内転筋を持ち上げて尖刃で腓側種子骨外側から切離した。内転筋に絹糸を掛けた。内転筋を第２趾側によけて横中足靱帯を剖出し、Elevatriumで持ち上げて尖刃で切離した。横中足靱帯下に神経・血管束を確認した。母趾を徒手的に強制内反し、外側関節包に尖刃で小孔を開けて弛緩させた。母趾を内反させた際に緊張する索状物がないことを指先で確認した。

　基節骨内側中央から骨隆起の1cm中枢まで背側やや凸の切開を加えた。皮下を鋭的に切離して関節包を剖出した。関節包をY字状に切開し、第１中足骨骨頭を剖出した。中足骨骨頭関節面の矢状面溝より2〜3mm内側で骨を摘除した。角をヤスリで削った。

　第１中足骨基部背側でLisfranc関節まで皮切を延長した。皮下を剥離して中足骨を剖出した。23G針で関節の位置を確認し、ここから10mmのところに径の大きな丸ノミを当てた。骨膜を最小限剥離してから、丸ノミに沿って1.0mmのC-wireでdrillingした。丸ノミを叩打して末梢凸となるよう中足骨を骨切りした。単鈍鈎を用いて中足骨中枢骨片を脛骨側に引いてカウンターをかけながら中足骨骨頭を第２趾に押しつけて矯正した。透視下にM1M2角が10°になっていることを確認した。中足骨骨頭から採取した海綿骨を脛骨側の骨片間に移植した後、矯正位を保ちながら中足骨末梢骨片背側から中足骨基部底面に向けてguide wire（径1.5mm）を刺入した。同様にして中足骨中枢骨片背側から中足骨骨幹部底面に向けてguide wireを裟状に刺入して仮固定した。Cannulated　drillでdrillingしてから4.0mm cannulated cancellous screw (#207タイプ) 32mmを刺入した。同様にして36mmを骨幹部に向かって刺入した。固定性は良好であった。

　生食1000mlで術野を洗浄した。内側MTP関節の関節包を2-0 バイクリルで縫縮した。余分な関節包は摘除した。第１，2趾間の内転筋を2-0 バイクリルで中足骨頚部外側に縫いつけた。一旦air tourniquetを解除して、術野の止血を行った。

　皮下を3-0 バイクリルで、皮膚を3-0 ナイロンで縫合して手術を終了した。術後は第１，2趾間にガーゼを挿入して母趾の外反変形を予防した。下腿から前足部までのギプス固定とした。

